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東亜天文協會観測端縫報

〔注意）今後，本陣襯測部内の各課と三章ある下記の現象につ）・ての＝ウスは，襯

測部の欄に記す・

1　1．流星　2・彗星
　　5・黄道光　　 8・天文窩眞術

3鐘星　4・太賜
9・遊．星面　　　］0・掩　 蔽…

流　星課　通信

小壁孝二郎
甚だ幾念ではありますが，各地から十一一刀の獅子座流星の報告は殆んど皆到着し，

目下，花山で亀井，藤井，金田三氏が熟心に整理中でありますが，非常に多撒で，未

だ登表に至りません・今暫く御待ち下さい・（1934・1・31）

　昨年十月ジヤコビ1二大流星雨について　下の五つの船は太西洋上で此の大流星雨

を見た由

1
2
3
4
5

“　E　toraas　”

“　Theinisto　”

‘‘　Excalibur　”

“　Unitcc／　States　”

“　Excambion　”

（東経4。05！，北緯42020！）

（西経10。55ノ，ク　51。20ノ）

（ク　　　1ao　16ノ，　・ク　　　38009ノ）

（　．一　200　OOi，　’y　57e　30！）

（ク　　23。45ノ，　ク　　　40。15！）

此等の報告によ！，流星群はヴリニチ時刻21h（近回凍部標準時午後4時0分）に突如と

して止んだことが分る・之れは米國での日没前であったから，米國では此の流星雨は

全く見えなかたつわけである，〔P．A．410〕

　ジヤコビ1二流星の後日護　昨年十月9日に黙洲を驚かしたジヤコビ1二大流星雨

の出現については，斯界のチャンピオンたちが誰も全く豫期してみなかったと）・ふの

は誤．りであるといふ論が近頃きこえて來た・帥ち，十年以上も以前の1920年にMonthly

Notices第80巻第741頁にMartin　Davidsonといふ牧師がGiacobini－Zinner彗星の軌道か

ら流星が飛ぶといふことを記してみるのであるが，しかし，Davidson師臼均はそんな

豫言をすっかり忘れて了ひ，去十月9日rcも（・ンドンは曇ってみた）空を見なかった・

しかし，もっと眞面員な話は1昨年のB・A・A・Journa1の五月號第302頁に，クロム
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　　　　　メ．リン老が，地球と此の彗星軌道との近接

zt晦

大事のCh・・les　B・

した事は天界第145號

第170頁にも報じたが，

1　；ipman氏》ま｝況s牟か

謬簾膿號
　　　　　　　　　　　　　　　　したのだけれど，兀ki

・ん姻難な研究を幻爲
るのにLip皿an氏が如1

雌臆深く醒を細

論∵鋤眞
錨繍鷺盃牌
露髄｛・i四an氏の執1．

晶取扱ひ方法の外に1
も，之才・鏡野磯則

されるまで，外氣にさi

らされ誤醐に寒割
の麗麗攣・牝によって膨
　　　　　　　　　　　賑し・、隙が生じ睡埃〕

や水翻其の他いろいろi

のものが侵入したこと

もあり得ると批評して

みる，

を豫告し，其の最近の時は十月9・8日郎ち

下弦月の2日前であるといふととまで書い

てみる．そしてB・A．A．の流星課のJ・P・

M・P「entice氏は課員に特に注意を促したの

であるが，天氣が悪くて，多くの人は襯評

しなかったのである・1926年にも此の流星

が可なり見えたのだが，其れが昨年あれ程

盛んに見えるとば誰も思はなかったのは不

思議である・

　米國では十月to日の夜マサチユセツ州

Nantucket島の　奴1aria　Mitchet正天タli塁長

M．、Harwood女輿等は1等乃至3等のJitの田

屋群を多少観察した慮・我が國でVOH夜

長野馬上諏訪の轟味氏が若干見たとV’ふ・

　陽星申のバクデリや師事米SW　C・lif・mi・

Lipman氏が多くの損野中に細蔚を登園したと言って三界を驚か

1934年三月中旬の小遊星運行圖
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黒黙相野轍報告　（」934年一月）課陽太

水素111石目下
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●異郷南米支部に活躍さ目してみる勝浦氏の槻測については本誌第147號に一寸記載し

譲諾観鵯塑‘昊襯蒲明豊裁離翻鷲藤腔鯉蘂鐵湾嘆
違ふ様に思はれる・井澤氏は鏡径，倍率を記入して項きた）・・以上一寸氣附けるまし
に・（K）
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太陽黒鮎の纒度露國のN・1・・…廊ま中央アジヤのタシケント天煙の太陽黙占

襯結果から・黙占は多く太陽面搬1併謁畷び1500－19・　ooの範園内に出現する傾

向があると登表してみる・〔Tashkent　Circular　22〕

　太陽コロナの光　米國・’1ブiド大下天丈塁のD・H’Menze1氏は同ボスFン市の

ML　assachusetts　Institute　of　Technol・9yのJe　C・Boyceと協同して，太陽コロナ中の光

の研究結果をtk表した．　Mcnze1氏は近年までLick天文蘂にみた人で，前Cali「ornia

大學総長兼1・i・k天煙長W・W・C・mpbell氏から1900・19・・05，1918略年度に於ける

日食観測の結果整理を委任され，今日まで研究してみたのである・太陽コロナの光の

中に翠色の光があることは既に1869年以來知られてみる，之れは一般に“　Coronitim　”

と呼ぶ未知元素の光であると，近年まで信ぜられ，其のうちに・Pannekoek氏は之れ

をCalciumの光と言ひ，シカゴのFrceman氏は之をArg・nと考へ，叉，　R・senthal氏

は之れをHeliumとするなど，諸読が行はれてるたが，途にMenzel一氏等によって，之

れは酸素の中性のものが登光してみるのであると知れるに至った・因みに，HoPfielcl

氏は實験上から中性酸素の光Uの中にやはりコロナの光の一未知線と一致するものが

あるのを饗見したことがある

　天氣の週期1ま25ケ年　：米墨Smithsc）nian　Institution天丈豪長CG・Abbot氏は去

1933年十一月20日にNational　Academy　of　Sciencesの例會に於いて，天資は23年の週

期を以って完全に繰り返すことを登表した・氏は過去3⑪年間太陽熱の研究に掻頭して

みる人で，1931年來，太陽熱と地球の温度とが共に幾種かの共濫週期を持つことを登

見圭張．してみる人である・〔天界第iら3號第115頁，花山急報第9號参照〕〔大婚N・v・22〕

彗 星 界

1954年の彗星界　今1934年中に近日灘へ押離する筈の彗星は次ぎの三つ

　彗

“Tolf

星随脇麗齪畠
　　　　　　　　s

Tut狽撃?|Giacc｝bini　i

Encl〈e　1

2月28日

3　21

9　16

第

第

第30回

墾
回
回

　
7
　
9
0

要 項

　　　　　ロ去1933年7月末二見さる｛
工933e
軌道甚だ不確

甚だ有望

舟ほ此の外にも新星が三見されるかも知れな）・・
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攣星課報告（12）
　小　山　秋　雄

確 者 器 械

　　　イサオ今津　　績　（大阪府吹田町）

工商成麿　（滋賀縣中里村）

ガリレオ双眼鏡（2×），肉眼

10糎反射（60×，36×），3糎屈折（16×），肉眼
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1まくて．うのSS（SS　Cygni）木邊
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　6．3　困難

北天最輝の長週期攣光星，濁gプラ1

ゲル氏の凶報では1933年コ2月28日が

極ノ光度である・

オンオンのBL（BL　Orionis）木邊

】933年

12　20
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　　・i｝2

　　24
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1　5
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　　15

6，5　：

1：副

e｝．or

6．5

6．6

6．6

3じn〕屈折使用

月のため赤色星
が明るく感ず

攣光範團4」一6．6，分光型Nbの赤色

星，攣光状態未知の星である．

ペガ．ソスのRU（RV：Pegasi）木邊
ig33年　　　　　i　　　　　　　l

12　5　18L

lll創

　　1・2到

　　18　20、
　　　　　　　　21ig　1

　　22　＿…
　　　　　1
　　24　＿
　　31」
1934年　　［

13】9
　　4　191
　　132。1

ずえ見で光
ク

見

齢
潔
灘
一
一［

IL2：　l

11．2：

12．0　：　］

k鳥のSSと同じ型の星である．（天界

152號参照）・10cm反射では近くにあ

る比較星と攣光星とが分離できない・

注意ニー光度の前のくは攣光星が此の光度より淡くて見えない事を示し，

　　　　叉：の附いた光度は不確な享を表す・

　爾上表の外，

　　木邊氏にふたこのn（17個），ペルセのz（］5個）

　　命津氏にわ　しのη（32個），ぎょしやのε（13個），カシオペヤのP（22個）

の観測の報告が來てるる・わしのηの1観測からはセフエウスのδ型の美しい光度曲線

が求められた・（2．5）
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　　　　　　　　　　　　遊　星　面　謀
　観測概況

　金星・内合に近づいた爲め形が細くなって，成績は香ばしくない・加ふるに珍らし

い悪天氣で，観測薮も甚だ少ない．沓掛氏が一人悪天候中を頑張って下さったが，他

は天候や病氣等で，表にする程もないが，蛋表だけして置く・模様は共通なものもな

く・或は他のシイングが4とか，poor状態の明瞭さで取り上げられな）・．曉天に廻る

3－4月の好下節を期して大いに観測を期待する・

月　日

1933年　1
　］2　291

13

1934年

　1　5
　　　6

　　　7

　　　8

シ

　沓掛
102mm屈折
模檬　　参　考　　シ

4　無　　スケッチ

ρ
0
5
U
一
‘
4
凋

g，　［4

4
亀
3
9
一

1
り
罵
り
9
2

1
2
9
劃

　
　
　
つ
　
ウ
コ
ウ
リ

無
無
無
無
無
無

　中　野

102mm反射

模様　　参考　シ

5　在？　スケッチ

　木邊
1011nm反射

模様　参考

4　無

り
一

木星二天で・加ふるに悪天候で，全く駄目であった・

金星槻測のついでに，少し古いが，金星の窩眞を紹介する・

囮
、轟＾ず齪〆 ヒ轟瀞岬轟々　！〆。婦郡幽　　／・　一　　　一．t・・

　寓眞はFrank　E・Ross氏が

1927年6，7月にウィルソン山

の250cm及び150clnの反射望

遠鏡を用いて撮したものであ

る．カセグレン型にして・

その上，籏散レンX“を使用し

て撮つして居る・

　光線は華外線で，青一董の

普通の窺転回では極めて淡い

赤色，赤外線も試みて居るが

これでは全然窺つらないと云

ってみる．揚載した寓眞は全

部篁外線で，150cm鏡を使用
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したもの許1）で，漂板上の像の直樫は7・5ミリー8・0ミリ程度である・（F・・　72・5米）一

面も都合のよv・東方最大離角附近ではあるが，高度は大抵30。一350位なので・シiイ

ソグは充分でなく，Ross一口均のスケ［ルで3－4の時許りである．何分望遠鏡が大

きv・ので，七癖のよい揚所であり乍ら随分苦心するらしい・然し爲眞にある様に相當

以上に模様がよく撮れ，我々金星に興味を持つ者には非常に面白い滲考になる・しか

も明かに模様が移行して居るので；大氣の一部は可なり強く蝿臥されて居り，叉自証

週期も一部の人が云ふL公義週期に等しい「と云ふ様な事はなく，そうかと云ってスペ

クbノレ窺眞によリドツプラ1効果が検出されない事から，短かくもなくて，先づ30臼程

度？と云ふ，意外な自鯨週期と云って居る・（他に明かに臼漏して居る謹明は，可なり

の熱が暗黒面からも輻射されて居る事が確められて居る）　この記事は　Astrophysical

Journal第68巻（1928年）に詳しく聾表されて，本邦にもすでに紹介されたと思って居

るが，折を見て詳しくは御紹介する事とし　今は軍に來るべき金星の槻測の好機に

封ずる同好者の参考にと，爲眞を添へて簡箪な紹介をした・遊星面の密眞観測は一見

とても眼には及ぱなV・様だが，或る特別の光線を用ふれば眼親以上の効果を攻める・

火星は赤外線で模檬が濃く，叉木星を僅か20Cm反射でその像は僅か200の銀粒子しか

．含まぬと云った小さい像とは云岱，線色線で撮影して永久の確かな記錐的慣値のある

寓眞を得て居る人があるから，寓一二方面の人でも相論な望邊鏡を有して居る方は，

少し工作を加へて，この方面も是非試みて項き度く思って居る・（幹事記）

器械　課蓮信
　　　　　　　　　　　　　　木　　　　　邊

　可なり休んで居たので，一寸其後の檬子を報告する．

　昨年10月と11月とに掛けて，自用の26cn・の凹面鏡を製作し

た．硝子径は266mm，厚サ32mmの善通の硝子，　F　229Cmの物

である・可なり大きくて，面倒な黙もあったが，割に樂に工作

が進んだ・結局幽來上った面は，端の負修正が強く，80mm位

のZoncから急に深くなって，大膿C〔｝rrecti〔mは正しく，中央

・器伽…蘇職余論・勲・ets分に・穴を作つ・・

／22mm
104

84

64

44

L）4

　差
　o．oo

×O．19．

一〇．07

－o，o，？

一〇．07

－O，20

全膿としては梢々角張つた襟であったが，像としては，端が負修正であるため，眼幌

鏡としては差支へはな）・筈で，相當品持よいものが見えると思ふ・端のZ・neを0・OO

として測った牧差を，表にして置く。（訣黒占は84m・・のZon・eこ在るウ循ほ，こPtは

Mountingを西村製作所で目下工作中で，2月置に完話して，反射望遠鏡として，國産

の最大の物が出來上る筈であるが，其の黒占は叉偉勲一Eつて臨時を見て詳報する・形

式は13rashear型のもので，幾分改造を加へ，口脛は320mmまで使用出田る様にして

あるから，實はこの26cm鏡は豫備鏡と云ふべきものである・本曇の鏡は，仁川硝子

材を使用したいので，未だ見當がついて居ない．
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　今一つ攣り種は，花山から日食に行ったSteinheil鏡（D　200mm，　F　o「　OOcm）の代

用鏡を，年末より年始にかけて作った・痙209mln，厚サ32mmのChanceのCast　disk

を使用したが，Fは，故中村氏の使用して居た13Cnl球面計が使用し難く，臼有の6・5

cmのもので行つ：一三めに，非常に困り，3回据り直．して，　F　496clnに迄したが，恐ろ

しい事には，整形中，3cmもFが短かくなって1結局493cmのものが出來た・鏡面は

Steinheilと同異，梢々負修正になったが，しかし，幾分少ない心積で，中央1（は山も

穴も蔑さなかったけれど，栢く軽微なRingが出來た様であった・fは25に近いもの

で，testが氣流に邪魔され，充分な事が幽來なくて、弱った・猫，この様なものを作

った結果，長灘占のC…na－9・aphの如きものを作る爲めの大きな三一を得た・1936年

の日食のため，相當なものを作る心積の自分には，非常に有盆な仕事であったことを

喜んで居る・

　其他，近くそろそろ大口編出へ手を出したく思って居る・この方面の丈献は殆んど

ないため，掲自で開拓せねばならな）・黒占が多）・・現在，花山にある研磨器械が果して

D50cm以土に向くかどうか？　臼分は今少し運韓に封して疑問があるが，初め2，3

面は駄目の蜷悟で掛ll　1早く60cm級のものに寂する自信を持ち融く思って居る・

　猫ほ會員相互の器械に封ずる便宜を考へて居る當課では，面分も或る種の観測器械

の交換希望を持って居るし，今，當吉際の有力主取の方で自用13cm　Calver作の姿付

M・unting共になるべく15cm級の出村鏡付のM・unting（双方とも西村工作）との交換

を希望されて居る・此の13cm鏡は今後では入手が絶筆不能の名大家の作品で，長尻

黙を利用して遊星面の襯勲等に有力な器械である・希望者は一磨，童画の木邊宛に御

申込願ひ度い・（上記の條件は紹醤でな）・，故に，色々の1，Eiで御相申上る）
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